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科学文化センターの調査研究事業

富山市科学文化センターのことに興味を持って

いる私 (A) は、この館の調査研究といういちば

ん難しそうな事業のことについて科学文化センタ

ーの B さんに聞 くことになりました。

A : こんにちは。

s : やあ、いらっしゃい。

A: さっそくですけど科学文化センターの調査研

究のことについていろいろお話をおlltl きしたい

のですが？

s : はい、調査研究の大きなテーマとしては「姦

山を中心とした自然の様子を解きあかすこと」

があげられます。

A : それは、大切なことですね。

s : 自然の様子を解きあかすことは、それだけに

とどまらないで、展示や普及教育などのいろい

ろな活動に学問的な裂づけを与えることにもな

るんですよ。

A: そうなのですか。

s: また、 学芸員は各自の研究テーマをも って活

動し、その成果を科学文化センター研究報告な

どで発表しています。

A : 研究報告か…、なにかむずかしそうですね。

s: そんなことはありませんよ。

たとえば、これなんかどうです。

富山湾におけるハゼ科魚類の記録というのは。
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A '. ハゼ科魚類？

s : なんてことはないんです。ハゼとは富山では

グズのこと。そのグズが新しく 4 種類見つかっ

たということなんですよ。

A : グズが 4種類ですか。

s : 市民から 「いたち） 11 にアユが見えるようにな

ったけど十年前はどんな魚がすんでいたのです

か？ 」などの問い合わせがよくあります。

その時代の生き物の様子を記録することは自

然の移り変わりを知る上でとても大切なことで

す。

A '. よくわかりました。

しかし、そういわれてみると、

翅類(IT )というのでも題名はとっつきにくいけ

ど、要するに富山県でパッタの仲間が新しく 17

種類兄つかったことなどが害いてあるわけです

ね。

s : そうなんです。少し読んでいただくとずいぶ

ん親しみやすいものになります。

A '. そうですね、高山湾の蜃気楼のことや、 今、

話題の酸性雨のことなども調ぺてありますね。

s : さわるとまるまるダンゴムシのことも載って

いますよ。
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A : 英語で書いてあるからよくわからなかったの

ですが、 言われてみるとダンゴムシのスケ ッチ

ですね。 ● 
s : それから、この研究報告を簡潔に、かつわか

りやすく編集した「要約編」もありますので、

またご笈になってみて下さい。

A : はい、わかりました。

s: 学芸員の各自の研究テーマについては、こち

らの館報にくわしく害いてあります。

A: たくさんあるんですね。

s : そうですね、 生物では県内の昆虫調査 ・植物

相の調査、淡水魚や富山湾岸の魚の調査など。

地学では立山温泉の玉滴石。

A : 新f!fl で見たことがあります。とってもきれい

な石だそうですね。
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調査研究活動の内容（館報第 II 号より）

それから、これも新聞に載っていましたが、

今年から恐竜調査も始められたそうですね。

s : はい、石川県 ・福井県と恐竜の化石が見つか

っていますから、富山から も見つかるかも知れ

ません。

A : おもしろそう。

s : おもしろいといっても、調杏する方は大変で

す。真夏の炎天下、11 1奥の化石のでそうな地陪

までいってカンカン と山はだを削るんですから。

A ・．ロマンですね、これは。 恐意の化石が見つか

るといいですね。

A : 雷の研究もありますね。富111 は雪が多いから。

s : 
気が多く、 雪の結晶が一つ一つパラパラに降っ

てくることはあまりあ りません。

A : ということは？

s: 結晶がか らみあ って、 一つのかたまり となっ

て降ってくるわけです。

A : ぽたん舌ですね。

s : そうです。このぽたん貨を立体的に観察して

その仕組を知ろうとしているのです。

A : 明H の朝まで何センチ降るかといった降舌予

想も実用的でいいのですが、ぽたん舌の仕組み

を調ぺるとい うのも夢があ っていいですね。

s: それから、富山の水質調査や、先はども言い

ましたが今話題の酸性雨の調査も行っています。

A: 蜃気楼の調査というのもおもしろそうですね。

s : はたから見ると「ひなたぽっこ」ぐらいにし

か見えないかも知れませんが、蜃気楼が出るま

で何時間も双眼鏡をのぞいていると目がいた＜

なるらしいですよ。

それに春と言っても暑いときは、気温が30 ℃

近くになる日もあります。そんな中で何時間も

観察していると体はもうクタクタになるらしい

ですよ。

A : そんなものですかね。

s : さて、今度は目を品空にうつしましょう 。

A : 星のことも調べているのですか？

s : そうです。

星の中には時間がたつと明るさの変わる星が

あるんです。これを変光星といいますが、この

星のことをいろいろ調ぺています。

A : 生き物から化石、そして宇宙までもですか。

すばらしいですね。

s : 各専門の研究以外にも、それぞれの専門を生

かして共同の研究も行っています。

A : 共同の？

s : いままで、浜摂崎の調査、いたち川の調査を

行ってきました。そして今年は、十年前とどう

変わったかとい うことで、また浜黒崎を調ぺて

います。

A : 結果が楽しみですね。

s : はい。

今後は身近な生き物について、センターだけ

でなくみなさんと一緒に調査をして展示に生か

すことを考えています。

A : それは、いいことですね。

今日はいろいろお11fl かせいただきありがとう

ございました。

- 1釦）ぎわ、科学文化センターの行事予定表を

見つけて一―

A : わあ、たくさんの普及行事がある。

これらはみんな、いろいろな調査研究がもと

になって行われているわけなのね。

あら、この行事。私も今度参加してみよう。

（よしむら ひろよし天文担当）


